
 

 

 

 

 

 

 

10 月 28 日（水曜日）8 時 50 分頃、生駒市清掃センターにおいて、粗大ごみに混入されていたリチウム

イオン電池が原因とみられる発火トラブルが発生しました。本事案による設備の故障はなく、大きな事故

には至りませんでしたが、ごみ収集に 1時間程度の遅延が発生しました。 

リチウムイオン電池は、強い衝撃や圧力が加わることで発火するおそれがあり、他のごみに混入される

ことで、ごみ収集車や清掃施設での火災につながる危険性があります。 

市民の皆さまには、ごみの分別ルールを遵守し、リチウムイオン電池を含む製品を排出される際には、

有害ごみとして適切に分別していただきますよう、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

■ リチウムイオン電池の排出方法 

機器本体とリチウムイオン電池を分け、リチウムイオン電池本体は「有害ごみ」の日に排出してください。 

リチウムイオン電池が内蔵されている場合は、そのままの状態で「リチウムイオン電池内蔵」などと記載

したメモを貼り、「電化製品」として排出してください。 

 

■ リチウムイオン電池が含まれる製品例 

 モバイルバッテリー（携帯充電器） 

 加熱式たばこ 

 コードレス掃除機 

 スマートフォン 

 電気かみそり 

 電動工具（ドライバーなど） 

 ハンディファン（携帯扇風機） 

 電動式の玩具 

 ファン付き作業服 

 

 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市地域活力創生部環境保全課（木戸） 0743-74-1111(内線 2350) 

奈良県生駒市 

リチウムイオン電池が原因とみられる 

清掃センターでの発火トラブルの発生 
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